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評 価 項 目 目 標 値 エポキシ樹脂固化体
改質硫黄
固化体
環告13号溶出試験 ≦ 0.5 µg/L 0.087 0.046
ヘッドスペース試験 ≦ 1.0 µg/m3 ＜ 0.1 ＜ 0.1
一軸圧縮強度 ≧ 0.98 MPa 107 30.6
HgS配合割合 － 80% 50%
作業環境下における水銀濃度 ≦ 25 µg/m3 Max. 1.0 Max. 5.0
コスト（HgS 1 kgあたりの試薬費） － 508円 3,494円

























Q６. 日本の中で水銀はどのように動いている？ Q７. 環境中に出る分も含めての
行先は？
使用しない。大気にも出さない。
全て廃棄物として管理が必要
水銀が欲しいわけで
はないけれども不純
物として入ってく
る。
Q8. 水銀を安定化・不溶化できるの？ 自然界に主に存在する硫化水銀を作った（戻した）後、
さらに固めることで極めて安定な固化体を作成可能
気化水銀の大気拡散防止のための層
（覆土や廃棄物を設置）
水銀廃棄物の封じ込め容器
（遮水＋単一の水銀吸着層
を上層部（非滞水部）に設置
硫化水銀固化体
埋立処分エリア
流出水銀（保有水中の水銀）の燃
え殻、焼却残渣の吸着能による
水銀流出抑制・強アルカリ性によ
る微生物活動抑制エリア
水銀流出/微生物
活動抑制エリア
安定した硫化水銀固化体の製造
（現時点では硫黄ポリマー固型化
が有効）による流出抑制
事前調査により、流線を把握して、
汚染プリュームを考慮したモニタリ
ング井戸
Q10. 安定化した固化体は最後はどうするの？Q９. 諸外国はどうしているの？
アメリカは金属水銀
（液体）のまま、ボ
トルに入れて、その
後ドラム缶にいれて
建屋の中で管理
出典：DNSC 2007
EU諸国は、ドイツの廃岩
塩鉱（地下600m）が有力
硫化水銀にして、ドラム缶
に入れて保管
出典：Baart 2009
日本は自然災害も多い。廃岩塩鉱はない。
人工構造物の中で更なる安全の要件を加えて処分
リスクは極めて低い。1000年は安全。
しかし、まだいくつか
課題がある。
・周辺住民の合意形成
・誰が費用を負担するのか？
・さらに技術を高め、確認する
